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ラインアート・アコーディア　本体 取付け説明書

MAH-334 7類 2002年10月1日発行

●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。

■施工される方へのお願い

※　　 内は、ロットNo.表示位置を示します。

…取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
　想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

※製品破損による人への被害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。
■設置条件
●本製品は、一般地域用です。積雪強度は600N/;（61.2 kgf/;）であり、積雪量に換算すると

20cm相当です。これを超える積雪の多い地域には取り付けないでください。
●本製品は木造住宅の1階に取り付けられる設計となっております。2階以上の高所には取り付けない

でください。
●柱の移動は、当社指定範囲内にしてください。
●他社商品（バルコニー等）と組み合わせて設置しないでください。
●母屋の屋根からの雪が直接落ちない場所に設置してください。落雪により製品が破損

するおそれがあります。
●風当たりの強いところでは風が抜けなくなりますので、テラスの周囲を囲わないでく

ださい。
●崖っぷちなどの高低差のあるところには設置しないでください。
■躯体への固定
●取付けねじは、柱・間柱・胴差し等の構造材に必ず止めてください。ベースプレート

を使う場合、ベースプレートは必ず躯体の柱・間柱などの構造材に取り付けてください。躯体位置が
分からない場合、及び躯体が強度保持できない場合は取り付けないでください。

●躯体が経年変化などで損傷が著しい場合は、お施主様と打ち合わせをし、必要に応じて補強してから
取り付けてください。

●プラグ類を使用して、モルタル部分だけで固定することは非常に危険ですから絶対に行わないでくだ
さい。

●タッピンねじの下穴には、指定より太いドリルを使用しないでください。
■部材の固定
●組立てねじ・ボルトは、必ず指定のものを使用してください。又、使用中緩まないように締め付けて

ください。
■施工時の足場について
●施工時は、必ず足場を設け、転落などの危険がないようにしてください。
■基礎について
●基礎は当社指定寸法以上にしてください。
●海砂を使用の場合は、水洗いしたものを使用してください。アルミが腐食するおそれがあります。
●施工前に調査を行い、地下埋設物（給排水管など）に影響を及ぼさないようにしてください。
●寒冷地では凍上線より下まで柱を埋め込んでください。凍上により浮上するおそれがあります。
●柱（屋根柱は除く）には水抜きできるよう、柱基礎には必ずぐり石を敷き、柱と基礎の付け根に水抜

き穴（φ6）をあけてください。柱間の水が凍結膨張し、柱が破損するおそれがあります。
●養生期間は十分（4日～1週間以上）にとり、その間は、重たいものをのせたり、振動を与えたりしな

いよう指示してください。

注　意!

■アコーディア納まり図

●横断面図

●納まり図

デッキON納まり 図は2.0間×6尺 側面L型です。

●床納まり図
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220mmまで移動できます。

※前枠アタッチの移動寸法
は内側に455mmです。

※パネル柱を取り付ける場
合はa寸法が815mm以上
必要です。

※パーゴラ桟取付けは、c寸
法が775mm以上必要です。
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■パネルについて
●屋根パネルは、当社指定品をご使用ください。
●屋根の取付けは、垂木へののみこみが左右均等になるようにしてください。パネルが強風により、
飛散するおそれがあります。
■施工上について
●施工は、専門業者が行ってください。
●みだりに改造・変更をしないでください。
●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
※製品腐食のおそれがありますので下記事項をお守りください。
■絶縁処理
●アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触するときは、絶縁処理をしてください。
※水漏れのおそれがありますので下記事項をお守りください。
■シーリングについて
●シーリングは、指定個所に必ず行い、必ず十分に圧力をかけて押さえてください。
●外壁の上から部材を取り付ける場合は、コーキング材を下穴に充てんしてからねじ止めしてください。

注　意!

●水平・垂直は水準器などで正確に出してください。
●前枠および補強桁にブランドラベルが張ってあります。間口切り詰めをする際には、ブランドラベルがなくならないように
してください。

■施工上のお願い

■ラインアート構造説明図

トラスタッピン
ねじ（3種）φ4×12

トラスタッピン
ねじ（3種）φ4×16

トラスタッピンねじ�
（3種）�
φ4×12

六角タッピンねじ（1種）φ6×70

J屋根パネル
タッピンねじ（2種）φ4×10WH（D=10）

平ワッシャー
M4用

グレチャン

L垂木掛け端部
　キャップ

A垂木掛け
十字穴付き
六角ボルトM4×12

F端部垂木

G中間垂木 L中間垂木カバー

K端部垂木カバーH野縁

600タイプ
3尺
4尺
5尺
6尺

なし
1列
1列
2列

※野縁本数

ワッシャーM6

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

■12柱（基礎）

■11側枠

300□ 3
0
0
以
上

G.L.

アンカー棒

L柱カバー

LLコーナー
金具

化粧カバー（F）

角柱キャップ

上吊り金具スペーサー

上吊り金具（中）
固定ボルト

上吊り金具（中）
L型コーナー金具B

L型コーナー金具A

L型フェールセーフ金具

水抜き穴（φ6）
（現場加工）

S柱（位置決め）

D柱

DL柱

3
0
0
以
上

G.L.
300□

アンカー棒

パネル押え

D前枠

平ワッシャーM8用
スプリングワッシャー
M8用

ワッシャーM6用

袋ナットM8用

側枠固定ボルト

写し穴φ3.5

側枠躯体金具

六角タッピンねじ（1種）
φ6×70

ナベテクスねじ
φ4×13

皿タッピンねじ
（3種）φ4×30

Lアタッチ端部
　キャップ

雨どいキャップ
上吊り金具（下）

吊り束

上吊り
金具カバー

化粧カバー（下）�
キャップ

上吊り金具（上）
ナべテクスねじφ4×13

前枠端部�
キャップ

■開口部の組立て

A折戸以外の開口部の取付け

S前枠アタッチ材の取付けS前枠アタッチ材の取付け

F折戸の組立てF折戸の組立て

G折戸以外の開口部の組立てG折戸以外の開口部の組立て

A折戸以外の開口部の取付け
①折戸以外の開口部を取り付ける場合、開口取付け用
に、前枠・側枠アタッチ材を取り付けてください。

①前枠アタッチ材を補強桁下に取り付けてください。
柱と前枠アタッチ材とのすき間がないようにして
ください。

D側枠アタッチ材の取付けD側枠アタッチ材の取付け
①側枠アタッチ材を側枠下に取り付けてください。
柱及び躯体枠と側枠アタッチ材とのすき間がない
ようにしてください。

①折戸の組立ては、「アコーディア用折戸取付け説明書」
を参照してください。

①折戸以外の開口部の組立ては、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「■開口部の組立て」
（P.87～102）を参照してください。

前枠

前枠アタッチ材柱

ナベテクスねじ
φ4×50

補強桁

■アコーディア納まり図
●縦断面図
デッキON 床納まり
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■取付け手順 ■取付け詳細

●垂木掛けは、必ず躯体の
柱・間柱などの構造材に
取り付けてください。
●躯体が経年変化などで損
傷が著しい場合は、お施
主様と打ち合わせをし、
必要に応じて補強してか
ら取り付けてください。
●指定の個所に必ずシーリ
ングしてください。

注　意!

A垂木掛けの固定 A垂木掛けの固定
①垂木掛けを躯体に取り付ける際、必ず水準器で水平を出してください。

D柱ー前枠の取付け

［角柱ー前枠］

［標準の場合］

①LLコーナー金具を前枠に取付け、L柱と固定します。このとき形材内側と金具両方にシーリングし
てください。
※雨水をL柱で落とさない場合は、L柱雨どいパッキンを取り付け、シーリングしてください。
②L柱カバーをL柱に、はめ込みます。
③組付け後に上面部接合部全てにシーリングしてください。このとき、LLコーナー金具の接合部も
シーリングします。

①吊り束と、仮固定した上吊り固定金具（中）と、
上吊り金具固定ボルトを前枠に挿入します。

②角柱に、上吊り金具（上）と上吊り金具（下）、
上吊り金具スペーサーを固定します。
③雨どい付きの場合は、前枠に水抜き穴をあけ、
上吊り金具（下）前枠を固定します。
④吊り束を上吊り金具（上）と固定。本締します。
⑤角柱キャップを挿入し、上吊り金具カバーと
一緒に固定します。

⑥雨どいキャップを上吊り金具（下）に挿入します。
⑦雨どい付きは、角柱雨どいキャップを挿入し、
角柱カバーを挿入します。

　雨どい落しキャップを取り付け、シーリング
します。

※L柱雨どいパッキンは必ず、LLコーナー金
具の下から挿入してください。
※シーリングは、LLコーナー金具の上から、
下図の個所をシーリングしてください。

※このテラスは、前枠に対して任意
に屋根を移動させることができま
す。移動させる場合は、前枠アタ
ッチを止めているねじを外し、ナ
ベテクスねじで固定しなおしてく
ださい。連棟の場合とアコーディ
アは必ず移動が生じます

連棟の場合は、P.7の前枠アタッチ
移動寸法を確認してください。�
アコーディアの場合は、前枠アタッ
チをL柱側に455mm移動します。

垂木掛け

①柱埋込み位置決定
②柱の仮固定　　　

S柱の位置決めS柱の位置決め

①L柱と前枠の固定
②角柱と前枠の固定　　　

D柱ー前枠の取付け

①柱埋込位置を出し基礎穴を掘ります。柱の位置は右図と
P.7の納まり図を参考に決めてください。
②柱が倒れないように仮固定してください。
※角柱は、芯に169mmずれがあります。
※パネル柱を使う場合は、同梱されている取付け説明書を
必ず参照してください。

シーリング

下穴φ4.5

垂木掛け

六角タッピンねじ（1種）�
φ6×70

平ワッシャーM6用

コーキング材�
（同梱のブチル
　コーキング）

コーキング材

3
0
0
以
上

L柱雨どいパッキン

コーキング材

シーリング
（同梱のブチル
　コーキング）

［L柱ー前枠］

L柱カバー

L柱雨どいパッキン
（雨水を落さない
　場合のみ）

LLコーナー金具
シーリング
（同梱のブチル
コーキング）

コーキング材

L柱

前枠

■前枠端部

シーリング
（同梱のブチル
　コーキング）

コーキング材

前枠

L柱

角柱

コーキング材

シーリング

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

●シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板及びポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられ
ますので、当社指定のアルコー
ル系コーキング材を使用してく
ださい。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

トラスタッピン
ねじ（3種）
φ4×16

トラスタッピン
ねじ（3種）
φ4×12

L1

側枠位置

躯体構造材

D

a

1
6
9

シーリング

シーリング
（同梱のブチル
　コーキング）

コーキング材

垂木掛け

前枠

前枠
アタッチ

ナベテクスねじ�
φ4×13

角柱
（標準）

角柱キャップ

雨どいキャップ

前枠

上吊り金具（上）

上吊り金具�
（中）上吊り金具

（下）

上吊り金具
スぺーサー

上吊り金具（中）�
固定ボルト

上吊り金具カバー

吊り束

ナべテクスねじ
φ4×13

ナべテクスねじφ4×13

六角ボルトM8×40

六角ボルトM8×40

スプリングワッシャーM8用

スプリング�
ワッシャーM8用

スプリング�
ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用
平ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

ナットM8用

ナットM8用

平ワッシャーM8用

■側面パネルの組立て

A側枠の取付け

［単体の場合］

［2連棟の場合］

A側枠の取付け
¡補強桁の現場加工 ¡補強桁の現場加工
£側枠の取付け
¢側枠カバーの取付け
§ガラスライナーの取付け

①下記に従って、補強桁に側枠固定金具取付け位置をけがいてください。
※下図は、内観左端の補強桁の加工を示します。内観右端の補強桁の加工は、下図と左右対称になります。

£側枠の取付け
①補強桁、躯体枠に側枠固定金具を取り付けてください。
※側枠固定金具には、取り付ける向きがあります。
②側枠を側枠固定金具に引っ掛けて取り付けてください。
※側枠上面のフィンに切り欠きがある方が、補強桁側になります。

¢側枠カバーの取付け
①側枠カバーを引っ掛けて取り付けてください。
※側枠カバーには、左右はありません。

§ガラスライナーの取付け
①側枠上面に同梱のガラスライナーを取り付けて
ください。

※1パネルにつき2個取り付けてください。

仕　様 A寸法
1.0間 215
1.5間 142.5
2.0間 75

仕　様
2.5間〔1.0＋1.5〕 430（280） 285（435）

（　）は9尺時

3.0間〔1.5＋1.5〕
3.5間〔1.5＋2.0〕 285 150
4.0間〔2.0＋2.0〕

285

A寸法

150

ナベテクスねじ
φ4×19

側枠固定金具

側枠
側枠カバー

※側枠を
　引っ掛ける

A 21.5

5
1

V溝 2ーけがき

■補強桁の加工

前枠

柱
ナベテクスねじ
φ4×19�

側枠固定金具

側枠

上枠

ナベタッピンねじ（3種）
φ4×12�

補強桁

上枠
ガラスライナー

側枠

躯体枠

ナベタッピンねじ（3種）
φ4×12

側枠

側枠固定金具

Sランマ縦枠の取付け Sランマ縦枠の取付け

Dランマブロックの取付けDランマブロックの取付け

Fランマ方立の取付けFランマ方立の取付け

G側面パネルの取付けG側面パネルの取付け

■床納まりの場合

A床納まりの組立てA床納まりの組立て

①ランマ縦枠の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「Sランマ縦枠の取付け
¡ランマ縦枠の取付け」（P.76）を参照してください。

①ランマ方立の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「Fランマ方立の取付け
¡ランマ方立の取付け」（P.77）を参照してください。

①側面パネルの取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「G側面パネルの取付け
¡側面パネルの取付け及び、¢側面パネルののみ込み寸法」（P.78）を参照してください。

①床納まりの組立ては、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「■床納まりの組立て」
（P.28～36）を参照してください。

※屋根の組立ての章は本取説、（P.2～6）を参照してください。
※アコーディア用の5尺用躯体枠は、切詰めは必要ありません。そのまま取り付けられます。
アコーディアには、下止め、自在桁納まりはありません。

②側面パネルの組立ては、本取説、「■側面パネルの組立て」（P.10）を参照してください。

①ランマブロックの取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「Dランマブロックの取付け
¡ランマブロックの取付け」（P.77）を参照してください。
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［雨どい付きの場合］
・前枠の加工（雨どい落としキャップ用）

・雨どい落としキャップの取付け（雨どい付きのみ）

［前枠アタッチ端部のシーリング］
F端部垂木の取付け

G中間垂木の取付け

G中間垂木の取付け

J屋根パネルの取付け
〔屋根パネルを取り付ける前に〕

J屋根パネルの取付け

F端部垂木の取付け

①端部垂木を取り付け
る前に前枠アタッチ
端部全体に、同梱の
ブチルコーキングで
シーリングします。

②図のように、端部垂木を前枠・垂木掛けに取り付けてください。
※端部垂木には、前後があります。端部垂木水切り部品を取り付けてください。端部垂木水切り部品の
内側には、あらかじめシーリングしてください。
③前枠アタッチ上面両端部に屋根パネル止水ブロックを張ってください。

垂木掛け部

前枠

端部垂木

垂木掛け

平ワッシャー
M4用

十字穴付き�
六角ボルトM4×12

①図のように中間垂木を前枠・垂木掛けに取り付けてください。

中間垂木

垂木掛け

平ワッシャー
M4用

十字穴付き
六角ボルト
M4×12

垂木掛け部

H野縁の取付け

H野縁の取付け

①真中のスパンから順に、図の
ように野縁を中間垂木又は、
端部垂木にねじ止めしてくだ
さい。
※600タイプ出幅3尺は、野縁
の取り付けは不要です。

前枠部と端部垂木の接合部にシーリングしてください。
①パネル押えを図の位置に合わせます。
②グレチャンを取り付け、図のように垂木掛け、前枠パネル
押え部に取り付けてください。

中間垂木
野縁

垂木掛け

トラスタッピンねじ
（3種）φ4×12

中間垂木L端部キャップ

中間垂木�
（9尺用）

※アコーディア9尺用中間垂木両端に
は、中間垂木L端部キャップが取り
付きます。
※中間垂木L端部キャップは、中間垂
木を前枠及び垂木掛けに取り付ける
前に取り付けてください。

■中間垂木L端部キャップの取付け

φ35 2
5

水抜き

柱位置
前枠

雨どい落とし�
キャップ

シーリング�
（同梱のブチル�
コーキング）

角柱
（雨どい付き）

角柱キャップ

角柱カバー

雨どいキャップ

前枠
上吊り金具（上）

上吊り金具�
（中）

上吊り金具（下）
上吊り金具スぺーサー

上吊り金具（中）�
固定ボルト

上吊り金具カバー

吊り束

ナべテクスねじ
φ4×13

ナべテクスねじφ4×13

六角ボルトM8×40

六角ボルトM8×40

スプリングワッシャーM8用

スプリング
ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用
平ワッシャーM8用

スプリング
ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

ナットM8用

ナットM8用

平ワッシャーM8用

前枠

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

前枠アタッチ

前枠部

垂木掛け部端部垂木
水切り部品

端部垂木

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

前枠部

トラスタッピン
ねじ（3種）
φ4×12

パネル押え

端部垂木

屋根パネル�
止水ブロック

前枠部

前枠

中間垂木

トラスタッピンねじ
（3種）φ4×12

前枠アタッチ

垂木掛け

グレチャン

屋根パネル止水ブロック

屋根パネル
止水ブロック

端部垂木

中間垂木

前枠

前枠

端部垂木

屋根パネル

85

屋根パネル�
止水ブロック

屋根パネル

前枠 前枠アタッチ

パネル押え

シーリング�
（同梱のブチルコーキング）�

L柱

角柱

垂木掛け

中間垂木

野縁

屋根パネル

前枠

角柱雨どいキャップ
ナべテクスねじφ4×13

シーリング
（同梱のブチル�
コーキング）

コーキング材

前枠アタッチ

コーキング材

コーキング材

コーキング材

※シーリングは、ヘラで押えてください。

パネル押え

①パネル押えの位置合わせ
②屋根パネルの取付け

■アコーディア取付け詳細

●アコーディアの施工 ●アコーディアを施工する場合は、本取付け説明書以外に、組み合わせる商品によって
　「ランバーステージ取付け説明書」、「アコーディア用折戸取付け説明書」、「ほせるんですα組立て・
施工説明書」などの内容を必ず参照してください。

①柱埋込み位置決定
②柱の仮固定　　　 A柱の位置決め

A柱の位置決め

※補強桁と垂木掛けの切断寸法は同じです。
①柱埋込位置を出し基礎穴を掘ります。柱の位置は右図と
（P.12）の納まり図を参考に決めてください。
②柱が倒れないように仮固定してください。
※囲い用柱位置pやD（囲い）は、ほせるんですα組立て・
施工説明書（補強桁セット同梱）を参照してください。
・囲い用柱の位置出しは「屋根の組立てS柱と前枠の取付け」（P.64）
・デッキON納まりの場合「土間納まりの組立てA柱の位置出し～」（P.26）
・床納まりの場合「床納まりの組立てA柱の位置出し～」（P.28）

S前枠ー補強桁、主柱の取付け

S前枠ー補強桁、主柱の取付け

※補強桁に端部キャップを仮固定してください。
①前枠に補強桁を固定します。
②柱固定金具を柱固定裏板に引っ掛けたまま前枠の溝
に挿入し、ボルトで仮固定してください。端部垂木
を取り付けた後、直角を出して固定してください。
③柱を差し込み、固定してください。

A水受け材の取付け
A水受け材の取付け

①柱内々で水受け材の外面と柱が合うように取り付けます。
※「アコーディア折戸取付け説明書」も参照してください。

S躯体枠の取付け

S躯体枠の取付け

①躯体枠の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「D躯体の取付け」（P.27）を
参照してください。
※アコーディア用の5尺用躯体枠は、切詰めは必要ありません。そのまま取り付けられます。
アコーディアには、下止め、自在桁納まりはありません。

D屋根の組立て

D屋根の組立て

①屋根の組立ては、本取説P.2～P.6を参照してください。

F上枠の取付け

F上枠の取付け

①上枠の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「G上枠の取付け」（P.68）を参照してくだ
さい。
※アコーディアの場合は、前枠アタッチに上枠が取り付きますので、前枠アタッチの端部から表中寸法で
加工してください。アコーディアには、下止め、自在桁納まりはありません。

G野縁の現場加工G野縁の現場加工

①野縁の現場加工は、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「H野縁の取付け、A野縁の現場加工」
（P.69）を参照してください。

●連棟タイプの場合

●連棟タイプの場合

①連棟部に水受け材連結キャップを
取り付けてください。

■補強桁の連結
①補強桁の連結側を図のように加工します。
②補強桁を補強桁スリーブで固定します。
　スリーブに下穴はありませんので、φ3.5の
下穴（写し穴）をあけてください。

■デッキON納まりの場合
※デッキ材の取付け　 ●デッキ材の取付けは、「ランバーステージ取付け説明書」を参照してください。

※水受け材の下に、補強として大引がくるように施工してください。

※L柱・角柱は、P.3を参照してください。

3
0
0
以
上

30
0以
上 3

0
0
以
上

30
0以
上

囲い用柱位置p

側枠位置

躯体構造材

D（
フ
レ
ー
ム
）

1
6
9

2
5D（
囲
い
）

柱

水受け材

水受け材連結キャップ

ナベテクスねじφ4×19

丸木ねじ
φ3.8×45

水受け材

シーリング

シーリング

■補強桁の加工

70 7050

3
3
6
2

50

連結側
■補強桁端部キャップ取付けねじ位置

10

V溝端部

※ジョイントシーリング個所

コーキング材
（同梱のブチル
コーキング）

シーリング

補強桁
補強桁
スリーブ

補強桁

補強桁スリーブ

写し穴φ3.5

ナベテクスねじφ4×13

前枠

主柱

L柱

角柱

補強桁

●指定の個所に必ずシーリング
してください。

●シリコンシーリングを行う場
合、アクリル板及びポリカー
ボネート板のひび割れなどが
考えられますので、当社指定
のアルコール系コーキング材
を使用してください。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

L柱
囲い用柱

角柱

コーキング材

コーキング材

ナベテクスねじφ4×13

柱固定金具
主柱

柱固定
金具裏板

補強桁端部
キャップ

補強桁

前枠
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K垂木カバーの取付けK垂木カバーの取付け

Lアタッチ端部キャップの取付けLアタッチ端部キャップの取付け

:垂木掛け端部キャップの取付け:垂木掛け端部キャップの取付け

■11側枠の取付け■11側枠の取付け

①垂木カバーを垂木掛け側から押し込み、図のようにねじ止めして
ください。

②図のようにシーリングしてください。

●アタッチ端部キャップ取付け用に、キャップからの写し穴でφ3.5の穴をあけてください。
①前枠部と端部垂木の接合部（下面）にシーリングしてください。
②キャップと端部垂木にシーリングしてキャップを取り付けてください。
③キャップ周辺にシーリングします。

端部垂木カバー

垂木掛け

端部垂木

中間垂木

中間垂木�
カバー

前枠

タッピンねじ（2種）φ4×10 WH

●屋根の取付けはパネルの
のみこみが左右均等にな
るようにしてください。

注　意!

養生シートの切れ目

養生シートの切れ目 屋根パネル

中間垂木

コーキング材

垂木掛け

中間垂木カバー

シーリング

端部垂木

アタッチ�
端部キャップ

前枠

端部垂木カバー

コーキング材

シーリング

前枠
シリコンシーリング

コーキング材

端部垂木

アタッチ端部キャップ

①垂木掛け端部キャップにシーリングした後、キャップを取り付けてください。

①L型コーナー金具Aに、L型コーナー金具A
パッキンを挿入します。

②L型コーナー金具A・B、L型フェールセー
フ金具を固定します。

③前枠及び側枠は、あらかじめ図のように形
材とコーナー金具両方にシーリングをして
ください。側枠に前枠端部キャップを取り
付け、側枠躯体金具を仮止めします。

④側枠のL型コーナー金具を前枠に挿入し、
水平を出して、側枠躯体金具を躯体に
固定します。

⑤組付け後にコーナー上面部接合部全て
に、シーリングしてください。

⑥前枠と側枠に化粧カバー（下）をはめ込
み、皿ねじで止めつけます。

※側枠の躯体側は化粧カバー（下）の穴か
らφ3.5の写し穴をあけてください。

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

�

垂木掛け
垂木掛け

端部垂木カバー

垂木掛け
端部キャップ
（上止め用）

端部垂木

垂木掛け

端部垂木カバー

垂木掛け
端部キャップ
（上止め用）

シーリング

シーリング（同梱のブチルコーキング）
コーキング材

コーキング材

L型コーナー�
金具Aパッキン

L型コーナー�
金具A

L型コーナー�
金具B

L型フェールセーフ金具

前枠
化粧カバー（下）

皿タッピンねじ
（3種）φ4×30

側枠
側枠固定�
ボルト

前枠端部キャップ
六角タッピンねじ（1種）φ6×70

ナベテクスねじφ4×13

側枠躯体金具

下穴φ4

平ワッシャーM8用�

袋ナットM8用�

写し穴φ3.5

スプリング�
ワッシャーM8用�

トラスタッピンねじ�
（3種）φ4×12

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

●シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板及びポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられ
ますので、当社指定のアルコー
ル系コーキング材を使用してく
ださい。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

中間垂木カバー

端部垂木カバー

アタッチ端部キャップ

垂木掛け
端部キャップ

側枠

●側枠躯体金具は、必ず躯体の柱
・間柱などの構造材に取り付け
てください。
●躯体が経年変化などで損傷が著
しい場合は、お施主様と打ち合
わせをし、必要に応じて補強し
てから取り付けてください。

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

注　意!

端部垂木

前枠

コーキング材 シーリング

コーキング材
コーキング材

コーキング材

前枠

側枠

L型コーナー金具
シーリング

　シーリング�
（同梱のブチル�
　コーキング）

L型コーナー金具A
のシーリング個所

L型コーナー
金具A

外側にシーリングを
してください

コーキング材（同梱のブチル�
コーキング）

コーキング材

前枠

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

コーキング材

野縁

中間垂木カバー

垂木掛け

側面パネル

根太掛けカバー

根太掛け

見切り材

デッキ受け材B

妻ばり

端部垂木カバー

ランマ縦枠

ランマ押縁

側枠
側枠

補強桁

前枠

屋根パネル

端部垂木

上枠

中間垂木

柱固定金具

アタッチ端部キャップ

ランマ�
ブロック

床用柱

ランマ押縁

垂木掛け端部�
キャップ

根太

前けた

つか

妻ばり躯体側
取付金具

けた・妻ばり取付金具

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

LLコーナー金具

L柱

L柱カバー

■アコーディア構造説明図

垂木掛け

端部垂木カバー

ランマ縦枠

ランマ押縁

水受け材

水受け材

補強桁

端部垂木

中間垂木

柱固定�
金具

アタッチ端部キャップ
ランマブロック

柱 デッキ�
（ランバーステージ）

角柱

ランマ押縁

垂木掛け端部�
キャップ

野縁

中間垂木カバー

屋根パネル

前枠

●アコーディア取付け順序

AデッキON

躯体枠

側面パネル

側枠

無目

側枠

上枠

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

LL固定金具

L柱

L柱カバー

S床納まり
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■連棟タイプの場合

■ベースプレートの取付け

A垂木掛けの取付け

A垂木掛けの取付け�
S前枠連棟部の組立て

※側枠取付けにベースプレートを使用する場合、
ベースプレートの厚さ（10mm）分、側枠及
び化粧カバーを切断及び穴加工してください。
①ベースプレートに側枠躯体金具、パーゴラ桟
取付けアングルの数分、上下のボルトホール
にM6ボルトを挿入します。

②ベースプレートにベースプレートキャップを取
り付け、P.7納まり図と下図を参考に位置を出し、
躯体に固定します。
※必ず水準器で水平を出してください。

■A寸法表

サイズ

3尺

4尺

5尺

6尺

9尺

A寸法

F

26

79

132

185

344

●ベースプレートは、必ず躯体の
柱・間柱などの構造材に取り付
けてください。

●躯体が経年変化などで損傷が著
しい場合は、お施主様と打合わ
せをし、必要に応じて補強して
から取り付けてください。

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

注　意!

●地下埋設物（給水管など）に影響を及ぼさないようにしてください。
●コンクリート（又はモルタル）に急結材は、絶対に使用しないでください。
●海砂は、アルミを腐食させるおそれがありますので、水洗いしたものを
ご使用ください。

注　意!

3
0
0
m
m
以
上

300□

G.L.

水抜き穴（φ6）
現場加工

①図の寸法で、柱埋め込み穴をコンクリート（又はモルタル）で埋めてください。
※基礎に水がたまりやすい場合は、基礎自体に水こう配をつけてください。
②柱と基礎の付け根に水抜き穴（φ6）をあけてください。

■12柱（基礎） ■12柱（基礎）

※連棟時の間口部材（前枠・垂木掛け）
の切り詰めは不要です。

①前枠スリーブの取付け
②前枠アタッチの付替え

①前枠スリーブA、B、Cに前枠の穴から写し取って、φ3.5の
写し穴をあけてください。この時、各スリーブの中心が前枠
接合部にくるように穴をあけてください。
②連棟プレートを必要に応じ、図のように加工してください。
③ジョイント部に図のようにシーリングした後、前枠を連棟プレー
トに挟んで前枠スリーブA、B、Cにねじ止めします。ねじ止め後
も、雨どい内側の接合部にシーリングしてください。
※上吊り柱を連結部に取り付ける場合と、アコーディア施工で補強
桁が下にくる場合は、連棟プレートを取り付けないでください。
④前枠アタッチを止めているねじを外し、位置を決めてからテクス
ねじで固定します。前枠アタッチの位置は、P.7の納まりを参考
に決めてください。

S前枠連棟部の組立て

①垂木掛けの躯体取付け穴（φ6.5）を、柱や間柱など躯体構
造位置に合わせてあけ直した後取り付けてください。

●指定の個所に必ずシーリングしてください。

注　意!

●指定の個所に必ずシーリング
してください。

注　意!

コーキング材

シーリング（同梱のブチルコーキング）

垂木掛け

下穴φ4.5

M6用平ワッシャー

φ6×70六角タッピンねじ（1種）

■連棟プレートの加工

連結部で
雨水を
落とす場合に
カットする

連棟プレート

前枠

前枠スリーブA

前枠スリーブB
前枠スリーブC

ナベテクスねじφ4×13

ナベテクスねじφ4×13

写し穴φ3.5

※ジョイントシーリング個所
シーリング�
（同梱のブチル�
コーキング）

前枠スリーブA

前枠スリーブB
前枠

前枠スリーブC ナベテクス�
ねじφ4×13

前枠

前枠アタッチ

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

●シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板及びポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられ
ますので、当社指定のアルコー
ル系コーキング材を使用してく
ださい。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

コーキング材

A
2
5

10

3
0

側枠躯体金具

前枠スリーブB

前枠スリーブC

前枠スリーブA

前枠

シーリング

シーリング

コーキング材

コーキング材

ベースプレート

コーキング材

ベースプレートキャップ

シーリング
（同梱のブチル�
コーキング）

下穴φ4.5

六角ボルトM6×14�
（オータムブラウン）�
（側枠躯体金具用）

六角ボルトM6×12（シルバー）�
（パーゴラ桟取付けアングル用）

六角タッピン
ねじ（1種）
φ6×70

平ワッシャーM6用

平ワッシャーM6用

スプリング�
ワッシャーM6用

袋ナットM6用

側枠躯体金具

連結部でテラス
柱、縦格子柱が
取り付く場合に
カットする

■ラインアート納まり図

●単体

●連棟

〈木造軸組工法 関東間躯体納まり図例〉
910 910 910

455 455 455 455 455 455
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※本図は、標準納まりを示します。
　長尺柱の長さは、標準納まりの
＋600mmになります。
※1.角柱は、側枠外寸法220mmまで
移動できます。
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●角柱を側枠に取り付ける場合の柱位置

a 169

▲側枠位置

端部垂木

169

L1

角柱埋込み位置

L柱埋込み位置

躯体構造材

側枠に角柱を取り付ける場合は、下記図
の位置に柱を施工してください。
柱は躯体側に80ｍｍ移動できます。



A2(594×420)
MAH-334

P6-P7

承認

.    . .    . .    . .    .

審査 起案

7/126/12

■連棟タイプの場合

■ベースプレートの取付け

A垂木掛けの取付け

A垂木掛けの取付け�
S前枠連棟部の組立て

※側枠取付けにベースプレートを使用する場合、
ベースプレートの厚さ（10mm）分、側枠及
び化粧カバーを切断及び穴加工してください。

①ベースプレートに側枠躯体金具、パーゴラ桟
取付けアングルの数分、上下のボルトホール
にM6ボルトを挿入します。

②ベースプレートにベースプレートキャップを取
り付け、P.7納まり図と下図を参考に位置を出し、
躯体に固定します。

※必ず水準器で水平を出してください。

■A寸法表

サイズ

3尺

4尺

5尺

6尺

9尺

A寸法

F

26

79

132

185

344

●ベースプレートは、必ず躯体の
柱・間柱などの構造材に取り付
けてください。
●躯体が経年変化などで損傷が著
しい場合は、お施主様と打合わ
せをし、必要に応じて補強して
から取り付けてください。
●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

注　意!

●地下埋設物（給水管など）に影響を及ぼさないようにしてください。
●コンクリート（又はモルタル）に急結材は、絶対に使用しないでください。
●海砂は、アルミを腐食させるおそれがありますので、水洗いしたものを
ご使用ください。

注　意!
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0
0
m
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水抜き穴（φ6）
現場加工

①図の寸法で、柱埋め込み穴をコンクリート（又はモルタル）で埋めてください。
※基礎に水がたまりやすい場合は、基礎自体に水こう配をつけてください。
②柱と基礎の付け根に水抜き穴（φ6）をあけてください。

■12柱（基礎） ■12柱（基礎）

※連棟時の間口部材（前枠・垂木掛け）
の切り詰めは不要です。

①前枠スリーブの取付け
②前枠アタッチの付替え

①前枠スリーブA、B、Cに前枠の穴から写し取って、φ3.5の
写し穴をあけてください。この時、各スリーブの中心が前枠
接合部にくるように穴をあけてください。

②連棟プレートを必要に応じ、図のように加工してください。
③ジョイント部に図のようにシーリングした後、前枠を連棟プレー
トに挟んで前枠スリーブA、B、Cにねじ止めします。ねじ止め後
も、雨どい内側の接合部にシーリングしてください。

※上吊り柱を連結部に取り付ける場合と、アコーディア施工で補強
桁が下にくる場合は、連棟プレートを取り付けないでください。

④前枠アタッチを止めているねじを外し、位置を決めてからテクス
ねじで固定します。前枠アタッチの位置は、P.7の納まりを参考
に決めてください。

S前枠連棟部の組立て

①垂木掛けの躯体取付け穴（φ6.5）を、柱や間柱など躯体構
造位置に合わせてあけ直した後取り付けてください。

●指定の個所に必ずシーリングしてください。

注　意!

●指定の個所に必ずシーリング
してください。

注　意!

コーキング材

シーリング（同梱のブチルコーキング）

垂木掛け

下穴φ4.5

M6用平ワッシャー

φ6×70六角タッピンねじ（1種）

■連棟プレートの加工

連結部で
雨水を
落とす場合に
カットする

連棟プレート

前枠

前枠スリーブA

前枠スリーブB
前枠スリーブC

ナベテクスねじφ4×13

ナベテクスねじφ4×13

写し穴φ3.5

※ジョイントシーリング個所
シーリング�

（同梱のブチル�
コーキング）

前枠スリーブA

前枠スリーブB
前枠

前枠スリーブC ナベテクス�
ねじφ4×13

前枠

前枠アタッチ

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。
●シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板及びポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられ
ますので、当社指定のアルコー
ル系コーキング材を使用してく
ださい。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

コーキング材

A
2
5

10

3
0

側枠躯体金具

前枠スリーブB

前枠スリーブC

前枠スリーブA

前枠

シーリング

シーリング

コーキング材

コーキング材

ベースプレート

コーキング材

ベースプレートキャップ

シーリング
（同梱のブチル�
コーキング）

下穴φ4.5

六角ボルトM6×14�
（オータムブラウン）�
（側枠躯体金具用）

六角ボルトM6×12（シルバー）�
（パーゴラ桟取付けアングル用）

六角タッピン
ねじ（1種）
φ6×70

平ワッシャーM6用

平ワッシャーM6用

スプリング�
ワッシャーM6用

袋ナットM6用

側枠躯体金具

連結部でテラス
柱、縦格子柱が
取り付く場合に
カットする

■ラインアート納まり図

●単体

●連棟

〈木造軸組工法 関東間躯体納まり図例〉
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※本図は、標準納まりを示します。
　長尺柱の長さは、標準納まりの
＋600mmになります。
※1.角柱は、側枠外寸法220mmまで
移動できます。
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●角柱を側枠に取り付ける場合の柱位置

a 169

▲側枠位置

端部垂木

169

L1

角柱埋込み位置

L柱埋込み位置

躯体構造材

側枠に角柱を取り付ける場合は、下記図
の位置に柱を施工してください。
柱は躯体側に80ｍｍ移動できます。
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K垂木カバーの取付けK垂木カバーの取付け

Lアタッチ端部キャップの取付けLアタッチ端部キャップの取付け

:垂木掛け端部キャップの取付け:垂木掛け端部キャップの取付け

■11側枠の取付け■11側枠の取付け

①垂木カバーを垂木掛け側から押し込み、図のようにねじ止めして
ください。
②図のようにシーリングしてください。

●アタッチ端部キャップ取付け用に、キャップからの写し穴でφ3.5の穴をあけてください。
①前枠部と端部垂木の接合部（下面）にシーリングしてください。
②キャップと端部垂木にシーリングしてキャップを取り付けてください。
③キャップ周辺にシーリングします。

端部垂木カバー

垂木掛け

端部垂木

中間垂木

中間垂木�
カバー

前枠

タッピンねじ（2種）φ4×10 WH

●屋根の取付けはパネルの
のみこみが左右均等にな
るようにしてください。

注　意!

養生シートの切れ目

養生シートの切れ目 屋根パネル

中間垂木

コーキング材

垂木掛け

中間垂木カバー

シーリング

端部垂木

アタッチ�
端部キャップ

前枠

端部垂木カバー

コーキング材

シーリング

前枠
シリコンシーリング

コーキング材

端部垂木

アタッチ端部キャップ

①垂木掛け端部キャップにシーリングした後、キャップを取り付けてください。

①L型コーナー金具Aに、L型コーナー金具A
パッキンを挿入します。
②L型コーナー金具A・B、L型フェールセー
フ金具を固定します。
③前枠及び側枠は、あらかじめ図のように形
材とコーナー金具両方にシーリングをして
ください。側枠に前枠端部キャップを取り
付け、側枠躯体金具を仮止めします。
④側枠のL型コーナー金具を前枠に挿入し、
水平を出して、側枠躯体金具を躯体に
固定します。
⑤組付け後にコーナー上面部接合部全て
に、シーリングしてください。
⑥前枠と側枠に化粧カバー（下）をはめ込
み、皿ねじで止めつけます。
※側枠の躯体側は化粧カバー（下）の穴か
らφ3.5の写し穴をあけてください。

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

�

垂木掛け
垂木掛け

端部垂木カバー

垂木掛け
端部キャップ
（上止め用）

端部垂木

垂木掛け

端部垂木カバー

垂木掛け
端部キャップ
（上止め用）

シーリング

シーリング（同梱のブチルコーキング）
コーキング材

コーキング材

L型コーナー�
金具Aパッキン

L型コーナー�
金具A

L型コーナー�
金具B

L型フェールセーフ金具

前枠
化粧カバー（下）
皿タッピンねじ
（3種）φ4×30

側枠
側枠固定�
ボルト

前枠端部キャップ
六角タッピンねじ（1種）φ6×70

ナベテクスねじφ4×13

側枠躯体金具

下穴φ4

平ワッシャーM8用�

袋ナットM8用�

写し穴φ3.5

スプリング�
ワッシャーM8用�

トラスタッピンねじ�
（3種）φ4×12

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

●シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板及びポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられ
ますので、当社指定のアルコー
ル系コーキング材を使用してく
ださい。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

中間垂木カバー

端部垂木カバー

アタッチ端部キャップ

垂木掛け
端部キャップ

側枠

●側枠躯体金具は、必ず躯体の柱
・間柱などの構造材に取り付け
てください。

●躯体が経年変化などで損傷が著
しい場合は、お施主様と打ち合
わせをし、必要に応じて補強し
てから取り付けてください。

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

注　意!

端部垂木

前枠

コーキング材 シーリング

コーキング材
コーキング材

コーキング材

前枠

側枠

L型コーナー金具
シーリング

　シーリング�
（同梱のブチル�
　コーキング）

L型コーナー金具A
のシーリング個所

L型コーナー
金具A

外側にシーリングを
してください

コーキング材（同梱のブチル�
コーキング）

コーキング材

前枠

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

コーキング材

野縁

中間垂木カバー

垂木掛け

側面パネル

根太掛けカバー

根太掛け

見切り材

デッキ受け材B

妻ばり

端部垂木カバー

ランマ縦枠

ランマ押縁

側枠
側枠

補強桁

前枠

屋根パネル

端部垂木

上枠

中間垂木

柱固定金具

アタッチ端部キャップ

ランマ�
ブロック

床用柱

ランマ押縁

垂木掛け端部�
キャップ

根太

前けた

つか

妻ばり躯体側
取付金具

けた・妻ばり取付金具

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

LLコーナー金具

L柱

L柱カバー

■アコーディア構造説明図

垂木掛け

端部垂木カバー

ランマ縦枠

ランマ押縁

水受け材

水受け材

補強桁

端部垂木

中間垂木

柱固定�
金具

アタッチ端部キャップ
ランマブロック

柱 デッキ�
（ランバーステージ）

角柱

ランマ押縁

垂木掛け端部�
キャップ

野縁

中間垂木カバー

屋根パネル

前枠

●アコーディア取付け順序

AデッキON

躯体枠

側面パネル

側枠

無目

側枠

上枠

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

LL固定金具

L柱

L柱カバー

S床納まり
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［雨どい付きの場合］
・前枠の加工（雨どい落としキャップ用）

・雨どい落としキャップの取付け（雨どい付きのみ）

［前枠アタッチ端部のシーリング］
F端部垂木の取付け

G中間垂木の取付け

G中間垂木の取付け

J屋根パネルの取付け
〔屋根パネルを取り付ける前に〕

J屋根パネルの取付け

F端部垂木の取付け

①端部垂木を取り付け
る前に前枠アタッチ
端部全体に、同梱の
ブチルコーキングで
シーリングします。

②図のように、端部垂木を前枠・垂木掛けに取り付けてください。
※端部垂木には、前後があります。端部垂木水切り部品を取り付けてください。端部垂木水切り部品の
内側には、あらかじめシーリングしてください。

③前枠アタッチ上面両端部に屋根パネル止水ブロックを張ってください。

垂木掛け部

前枠

端部垂木

垂木掛け

平ワッシャー
M4用

十字穴付き�
六角ボルトM4×12

①図のように中間垂木を前枠・垂木掛けに取り付けてください。

中間垂木

垂木掛け

平ワッシャー
M4用

十字穴付き
六角ボルト
M4×12

垂木掛け部

H野縁の取付け

H野縁の取付け

①真中のスパンから順に、図の
ように野縁を中間垂木又は、
端部垂木にねじ止めしてくだ
さい。

※600タイプ出幅3尺は、野縁
の取り付けは不要です。

前枠部と端部垂木の接合部にシーリングしてください。
①パネル押えを図の位置に合わせます。
②グレチャンを取り付け、図のように垂木掛け、前枠パネル
押え部に取り付けてください。

中間垂木
野縁

垂木掛け

トラスタッピンねじ
（3種）φ4×12

中間垂木L端部キャップ

中間垂木�
（9尺用）

※アコーディア9尺用中間垂木両端に
は、中間垂木L端部キャップが取り
付きます。

※中間垂木L端部キャップは、中間垂
木を前枠及び垂木掛けに取り付ける
前に取り付けてください。

■中間垂木L端部キャップの取付け

φ35 2
5

水抜き

柱位置
前枠

雨どい落とし�
キャップ

シーリング�
（同梱のブチル�
コーキング）

角柱
（雨どい付き）

角柱キャップ

角柱カバー

雨どいキャップ

前枠
上吊り金具（上）

上吊り金具�
（中）

上吊り金具（下）
上吊り金具スぺーサー

上吊り金具（中）�
固定ボルト

上吊り金具カバー

吊り束

ナべテクスねじ
φ4×13

ナべテクスねじφ4×13

六角ボルトM8×40

六角ボルトM8×40

スプリングワッシャーM8用

スプリング
ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用
平ワッシャーM8用

スプリング
ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

ナットM8用

ナットM8用

平ワッシャーM8用

前枠

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

前枠アタッチ

前枠部

垂木掛け部端部垂木
水切り部品

端部垂木

シーリング
（同梱のブチルコーキング）

前枠部

トラスタッピン
ねじ（3種）
φ4×12

パネル押え

端部垂木

屋根パネル�
止水ブロック

前枠部

前枠

中間垂木

トラスタッピンねじ
（3種）φ4×12

前枠アタッチ

垂木掛け

グレチャン

屋根パネル止水ブロック

屋根パネル
止水ブロック

端部垂木

中間垂木

前枠

前枠

端部垂木

屋根パネル

85

屋根パネル�
止水ブロック

屋根パネル

前枠 前枠アタッチ

パネル押え

シーリング�
（同梱のブチルコーキング）�

L柱

角柱

垂木掛け

中間垂木

野縁

屋根パネル

前枠

角柱雨どいキャップ
ナべテクスねじφ4×13

シーリング
（同梱のブチル�
コーキング）

コーキング材

前枠アタッチ

コーキング材

コーキング材

コーキング材

※シーリングは、ヘラで押えてください。

パネル押え

①パネル押えの位置合わせ
②屋根パネルの取付け

■アコーディア取付け詳細

●アコーディアの施工 ●アコーディアを施工する場合は、本取付け説明書以外に、組み合わせる商品によって
　「ランバーステージ取付け説明書」、「アコーディア用折戸取付け説明書」、「ほせるんですα組立て・
施工説明書」などの内容を必ず参照してください。

①柱埋込み位置決定
②柱の仮固定　　　 A柱の位置決め

A柱の位置決め

※補強桁と垂木掛けの切断寸法は同じです。
①柱埋込位置を出し基礎穴を掘ります。柱の位置は右図と
（P.12）の納まり図を参考に決めてください。
②柱が倒れないように仮固定してください。
※囲い用柱位置pやD（囲い）は、ほせるんですα組立て・
施工説明書（補強桁セット同梱）を参照してください。
・囲い用柱の位置出しは「屋根の組立てS柱と前枠の取付け」（P.64）
・デッキON納まりの場合「土間納まりの組立てA柱の位置出し～」（P.26）
・床納まりの場合「床納まりの組立てA柱の位置出し～」（P.28）

S前枠ー補強桁、主柱の取付け

S前枠ー補強桁、主柱の取付け

※補強桁に端部キャップを仮固定してください。
①前枠に補強桁を固定します。
②柱固定金具を柱固定裏板に引っ掛けたまま前枠の溝
に挿入し、ボルトで仮固定してください。端部垂木
を取り付けた後、直角を出して固定してください。
③柱を差し込み、固定してください。

A水受け材の取付け
A水受け材の取付け

①柱内々で水受け材の外面と柱が合うように取り付けます。
※「アコーディア折戸取付け説明書」も参照してください。

S躯体枠の取付け

S躯体枠の取付け

①躯体枠の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「D躯体の取付け」（P.27）を
参照してください。
※アコーディア用の5尺用躯体枠は、切詰めは必要ありません。そのまま取り付けられます。
アコーディアには、下止め、自在桁納まりはありません。

D屋根の組立て

D屋根の組立て

①屋根の組立ては、本取説P.2～P.6を参照してください。

F上枠の取付け

F上枠の取付け

①上枠の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「G上枠の取付け」（P.68）を参照してくだ
さい。
※アコーディアの場合は、前枠アタッチに上枠が取り付きますので、前枠アタッチの端部から表中寸法で
加工してください。アコーディアには、下止め、自在桁納まりはありません。

G野縁の現場加工G野縁の現場加工

①野縁の現場加工は、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「H野縁の取付け、A野縁の現場加工」
（P.69）を参照してください。

●連棟タイプの場合

●連棟タイプの場合

①連棟部に水受け材連結キャップを
取り付けてください。

■補強桁の連結
①補強桁の連結側を図のように加工します。
②補強桁を補強桁スリーブで固定します。
　スリーブに下穴はありませんので、φ3.5の
下穴（写し穴）をあけてください。

■デッキON納まりの場合
※デッキ材の取付け　 ●デッキ材の取付けは、「ランバーステージ取付け説明書」を参照してください。

※水受け材の下に、補強として大引がくるように施工してください。

※L柱・角柱は、P.3を参照してください。

3
0
0
以
上

30
0以
上 3

0
0
以
上

30
0以
上

囲い用柱位置p

側枠位置

躯体構造材

D（
フ
レ
ー
ム
）

1
6
9

2
5D（
囲
い
）

柱

水受け材

水受け材連結キャップ

ナベテクスねじφ4×19

丸木ねじ
φ3.8×45

水受け材

シーリング

シーリング

■補強桁の加工

70 7050

3
3
6
2

50

連結側
■補強桁端部キャップ取付けねじ位置

10

V溝端部

※ジョイントシーリング個所

コーキング材
（同梱のブチル
コーキング）

シーリング

補強桁
補強桁
スリーブ

補強桁

補強桁スリーブ

写し穴φ3.5

ナベテクスねじφ4×13

前枠

主柱

L柱

角柱

補強桁

●指定の個所に必ずシーリング
してください。

●シリコンシーリングを行う場
合、アクリル板及びポリカー
ボネート板のひび割れなどが
考えられますので、当社指定
のアルコール系コーキング材
を使用してください。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

L柱
囲い用柱

角柱

コーキング材

コーキング材

ナベテクスねじφ4×13

柱固定金具
主柱

柱固定
金具裏板

補強桁端部
キャップ

補強桁

前枠
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■取付け手順 ■取付け詳細

●垂木掛けは、必ず躯体の
柱・間柱などの構造材に
取り付けてください。

●躯体が経年変化などで損
傷が著しい場合は、お施
主様と打ち合わせをし、
必要に応じて補強してか
ら取り付けてください。

●指定の個所に必ずシーリ
ングしてください。

注　意!

A垂木掛けの固定 A垂木掛けの固定
①垂木掛けを躯体に取り付ける際、必ず水準器で水平を出してください。

D柱ー前枠の取付け

［角柱ー前枠］

［標準の場合］

①LLコーナー金具を前枠に取付け、L柱と固定します。このとき形材内側と金具両方にシーリングし
てください。
※雨水をL柱で落とさない場合は、L柱雨どいパッキンを取り付け、シーリングしてください。
②L柱カバーをL柱に、はめ込みます。
③組付け後に上面部接合部全てにシーリングしてください。このとき、LLコーナー金具の接合部も
シーリングします。

①吊り束と、仮固定した上吊り固定金具（中）と、
上吊り金具固定ボルトを前枠に挿入します。

②角柱に、上吊り金具（上）と上吊り金具（下）、
上吊り金具スペーサーを固定します。
③雨どい付きの場合は、前枠に水抜き穴をあけ、
上吊り金具（下）前枠を固定します。
④吊り束を上吊り金具（上）と固定。本締します。
⑤角柱キャップを挿入し、上吊り金具カバーと
一緒に固定します。
⑥雨どいキャップを上吊り金具（下）に挿入します。
⑦雨どい付きは、角柱雨どいキャップを挿入し、
角柱カバーを挿入します。
　雨どい落しキャップを取り付け、シーリング
します。

※L柱雨どいパッキンは必ず、LLコーナー金
具の下から挿入してください。
※シーリングは、LLコーナー金具の上から、
下図の個所をシーリングしてください。

※このテラスは、前枠に対して任意
に屋根を移動させることができま
す。移動させる場合は、前枠アタ
ッチを止めているねじを外し、ナ
ベテクスねじで固定しなおしてく
ださい。連棟の場合とアコーディ
アは必ず移動が生じます

連棟の場合は、P.7の前枠アタッチ
移動寸法を確認してください。�
アコーディアの場合は、前枠アタッ
チをL柱側に455mm移動します。

垂木掛け

①柱埋込み位置決定
②柱の仮固定　　　

S柱の位置決めS柱の位置決め

①L柱と前枠の固定
②角柱と前枠の固定　　　

D柱ー前枠の取付け

①柱埋込位置を出し基礎穴を掘ります。柱の位置は右図と
P.7の納まり図を参考に決めてください。
②柱が倒れないように仮固定してください。
※角柱は、芯に169mmずれがあります。
※パネル柱を使う場合は、同梱されている取付け説明書を
必ず参照してください。

シーリング

下穴φ4.5

垂木掛け

六角タッピンねじ（1種）�
φ6×70

平ワッシャーM6用

コーキング材�
（同梱のブチル
　コーキング）

コーキング材

3
0
0
以
上

L柱雨どいパッキン

コーキング材

シーリング
（同梱のブチル
　コーキング）

［L柱ー前枠］

L柱カバー

L柱雨どいパッキン
（雨水を落さない
　場合のみ）

LLコーナー金具
シーリング
（同梱のブチル
コーキング）

コーキング材

L柱

前枠

■前枠端部

シーリング
（同梱のブチル
　コーキング）

コーキング材

前枠

L柱

角柱

コーキング材

シーリング

●指定の個所に必ずシーリングし
てください。

●シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板及びポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられ
ますので、当社指定のアルコー
ル系コーキング材を使用してく
ださい。

注　意!

・信越化学工業　シーラント72

・東芝シリコーン　トスシール380
・トーレシリコーン　SE960

トラスタッピン
ねじ（3種）
φ4×16

トラスタッピン
ねじ（3種）
φ4×12

L1

側枠位置

躯体構造材

D

a

1
6
9

シーリング

シーリング
（同梱のブチル
　コーキング）

コーキング材

垂木掛け

前枠

前枠
アタッチ

ナベテクスねじ�
φ4×13

角柱
（標準）

角柱キャップ

雨どいキャップ

前枠

上吊り金具（上）

上吊り金具�
（中）上吊り金具

（下）

上吊り金具
スぺーサー

上吊り金具（中）�
固定ボルト

上吊り金具カバー

吊り束

ナべテクスねじ
φ4×13

ナべテクスねじφ4×13

六角ボルトM8×40

六角ボルトM8×40

スプリングワッシャーM8用

スプリング�
ワッシャーM8用

スプリング�
ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用
平ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

平ワッシャーM8用

ナットM8用

ナットM8用

平ワッシャーM8用

■側面パネルの組立て

A側枠の取付け

［単体の場合］

［2連棟の場合］

A側枠の取付け
¡補強桁の現場加工 ¡補強桁の現場加工
£側枠の取付け
¢側枠カバーの取付け
§ガラスライナーの取付け

①下記に従って、補強桁に側枠固定金具取付け位置をけがいてください。
※下図は、内観左端の補強桁の加工を示します。内観右端の補強桁の加工は、下図と左右対称になります。

£側枠の取付け
①補強桁、躯体枠に側枠固定金具を取り付けてください。
※側枠固定金具には、取り付ける向きがあります。
②側枠を側枠固定金具に引っ掛けて取り付けてください。
※側枠上面のフィンに切り欠きがある方が、補強桁側になります。

¢側枠カバーの取付け
①側枠カバーを引っ掛けて取り付けてください。
※側枠カバーには、左右はありません。

§ガラスライナーの取付け
①側枠上面に同梱のガラスライナーを取り付けて
ください。
※1パネルにつき2個取り付けてください。

仕　様 A寸法
1.0間 215
1.5間 142.5
2.0間 75

仕　様
2.5間〔1.0＋1.5〕 430（280） 285（435）

（　）は9尺時

3.0間〔1.5＋1.5〕
3.5間〔1.5＋2.0〕 285 150
4.0間〔2.0＋2.0〕

285

A寸法

150

ナベテクスねじ
φ4×19

側枠固定金具

側枠
側枠カバー

※側枠を
　引っ掛ける

A 21.5

5
1

V溝 2ーけがき

■補強桁の加工

前枠

柱
ナベテクスねじ
φ4×19�

側枠固定金具

側枠

上枠

ナベタッピンねじ（3種）
φ4×12�

補強桁

上枠
ガラスライナー

側枠

躯体枠

ナベタッピンねじ（3種）
φ4×12

側枠

側枠固定金具

Sランマ縦枠の取付け Sランマ縦枠の取付け

Dランマブロックの取付けDランマブロックの取付け

Fランマ方立の取付けFランマ方立の取付け

G側面パネルの取付けG側面パネルの取付け

■床納まりの場合

A床納まりの組立てA床納まりの組立て

①ランマ縦枠の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「Sランマ縦枠の取付け
¡ランマ縦枠の取付け」（P.76）を参照してください。

①ランマ方立の取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「Fランマ方立の取付け
¡ランマ方立の取付け」（P.77）を参照してください。

①側面パネルの取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「G側面パネルの取付け
¡側面パネルの取付け及び、¢側面パネルののみ込み寸法」（P.78）を参照してください。

①床納まりの組立ては、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「■床納まりの組立て」
（P.28～36）を参照してください。
※屋根の組立ての章は本取説、（P.2～6）を参照してください。
※アコーディア用の5尺用躯体枠は、切詰めは必要ありません。そのまま取り付けられます。
アコーディアには、下止め、自在桁納まりはありません。
②側面パネルの組立ては、本取説、「■側面パネルの組立て」（P.10）を参照してください。

①ランマブロックの取付けは、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「Dランマブロックの取付け
¡ランマブロックの取付け」（P.77）を参照してください。
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■パネルについて
●屋根パネルは、当社指定品をご使用ください。
●屋根の取付けは、垂木へののみこみが左右均等になるようにしてください。パネルが強風により、
飛散するおそれがあります。

■施工上について
●施工は、専門業者が行ってください。
●みだりに改造・変更をしないでください。
●当社指定の付属品以外は取り付けないでください。
※製品腐食のおそれがありますので下記事項をお守りください。
■絶縁処理
●アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触するときは、絶縁処理をしてください。
※水漏れのおそれがありますので下記事項をお守りください。
■シーリングについて
●シーリングは、指定個所に必ず行い、必ず十分に圧力をかけて押さえてください。
●外壁の上から部材を取り付ける場合は、コーキング材を下穴に充てんしてからねじ止めしてください。

注　意!

●水平・垂直は水準器などで正確に出してください。
●前枠および補強桁にブランドラベルが張ってあります。間口切り詰めをする際には、ブランドラベルがなくならないように
してください。

■施工上のお願い

■ラインアート構造説明図

トラスタッピン
ねじ（3種）φ4×12

トラスタッピン
ねじ（3種）φ4×16

トラスタッピンねじ�
（3種）�
φ4×12

六角タッピンねじ（1種）φ6×70

J屋根パネル
タッピンねじ（2種）φ4×10WH（D=10）

平ワッシャー
M4用

グレチャン

L垂木掛け端部
　キャップ

A垂木掛け
十字穴付き
六角ボルトM4×12

F端部垂木

G中間垂木 L中間垂木カバー

K端部垂木カバーH野縁

600タイプ
3尺
4尺
5尺
6尺

なし
1列
1列
2列

※野縁本数

ワッシャーM6

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

ロットNo,
表示位置

■12柱（基礎）

■11側枠

300□ 3
0
0
以
上

G.L.

アンカー棒

L柱カバー

LLコーナー
金具

化粧カバー（F）

角柱キャップ

上吊り金具スペーサー

上吊り金具（中）
固定ボルト

上吊り金具（中）
L型コーナー金具B

L型コーナー金具A

L型フェールセーフ金具

水抜き穴（φ6）
（現場加工）

S柱（位置決め）

D柱

DL柱

3
0
0
以
上

G.L.
300□

アンカー棒

パネル押え

D前枠

平ワッシャーM8用
スプリングワッシャー
M8用

ワッシャーM6用

袋ナットM8用

側枠固定ボルト

写し穴φ3.5

側枠躯体金具

六角タッピンねじ（1種）
φ6×70

ナベテクスねじ
φ4×13

皿タッピンねじ
（3種）φ4×30

Lアタッチ端部
　キャップ

雨どいキャップ
上吊り金具（下）

吊り束

上吊り
金具カバー

化粧カバー（下）�
キャップ

上吊り金具（上）
ナべテクスねじφ4×13

前枠端部�
キャップ

■開口部の組立て

A折戸以外の開口部の取付け

S前枠アタッチ材の取付けS前枠アタッチ材の取付け

F折戸の組立てF折戸の組立て

G折戸以外の開口部の組立てG折戸以外の開口部の組立て

A折戸以外の開口部の取付け
①折戸以外の開口部を取り付ける場合、開口取付け用
に、前枠・側枠アタッチ材を取り付けてください。

①前枠アタッチ材を補強桁下に取り付けてください。
柱と前枠アタッチ材とのすき間がないようにして
ください。

D側枠アタッチ材の取付けD側枠アタッチ材の取付け
①側枠アタッチ材を側枠下に取り付けてください。
柱及び躯体枠と側枠アタッチ材とのすき間がない
ようにしてください。

①折戸の組立ては、「アコーディア用折戸取付け説明書」
を参照してください。

①折戸以外の開口部の組立ては、「ほせるんですα組立て・施工説明書」の「■開口部の組立て」
（P.87～102）を参照してください。

前枠

前枠アタッチ材柱

ナベテクスねじ
φ4×50

補強桁

■アコーディア納まり図
●縦断面図
デッキON 床納まり
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ラインアート・アコーディア　本体 取付け説明書

MAH-334 7類 2002年10月1日発行

●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。

■施工される方へのお願い

※　　 内は、ロットNo.表示位置を示します。

…取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
　想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

※製品破損による人への被害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。
■設置条件
●本製品は、一般地域用です。積雪強度は600N/;（61.2 kgf/;）であり、積雪量に換算すると

20cm相当です。これを超える積雪の多い地域には取り付けないでください。
●本製品は木造住宅の1階に取り付けられる設計となっております。2階以上の高所には取り付けない

でください。
●柱の移動は、当社指定範囲内にしてください。
●他社商品（バルコニー等）と組み合わせて設置しないでください。
●母屋の屋根からの雪が直接落ちない場所に設置してください。落雪により製品が破損

するおそれがあります。
●風当たりの強いところでは風が抜けなくなりますので、テラスの周囲を囲わないでく

ださい。
●崖っぷちなどの高低差のあるところには設置しないでください。
■躯体への固定
●取付けねじは、柱・間柱・胴差し等の構造材に必ず止めてください。ベースプレート

を使う場合、ベースプレートは必ず躯体の柱・間柱などの構造材に取り付けてください。躯体位置が
分からない場合、及び躯体が強度保持できない場合は取り付けないでください。

●躯体が経年変化などで損傷が著しい場合は、お施主様と打ち合わせをし、必要に応じて補強してから
取り付けてください。

●プラグ類を使用して、モルタル部分だけで固定することは非常に危険ですから絶対に行わないでくだ
さい。

●タッピンねじの下穴には、指定より太いドリルを使用しないでください。
■部材の固定
●組立てねじ・ボルトは、必ず指定のものを使用してください。又、使用中緩まないように締め付けて

ください。
■施工時の足場について
●施工時は、必ず足場を設け、転落などの危険がないようにしてください。
■基礎について
●基礎は当社指定寸法以上にしてください。
●海砂を使用の場合は、水洗いしたものを使用してください。アルミが腐食するおそれがあります。
●施工前に調査を行い、地下埋設物（給排水管など）に影響を及ぼさないようにしてください。
●寒冷地では凍上線より下まで柱を埋め込んでください。凍上により浮上するおそれがあります。
●柱（屋根柱は除く）には水抜きできるよう、柱基礎には必ずぐり石を敷き、柱と基礎の付け根に水抜

き穴（φ6）をあけてください。柱間の水が凍結膨張し、柱が破損するおそれがあります。
●養生期間は十分（4日～1週間以上）にとり、その間は、重たいものをのせたり、振動を与えたりしな

いよう指示してください。

注　意!

■アコーディア納まり図

●横断面図

●納まり図

デッキON納まり 図は2.0間×6尺 側面L型です。

●床納まり図
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※角柱は、側枠外寸法
220mmまで移動できます。

※前枠アタッチの移動寸法
は内側に455mmです。

※パネル柱を取り付ける場
合はa寸法が815mm以上
必要です。

※パーゴラ桟取付けは、c寸
法が775mm以上必要です。
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